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〔フォーラム 人 と動物 をめぐる地理学 ・地域研究の現在〕

人 と動物をめぐる地理学の役割

池 谷 和 信

Ⅰ　21世紀,様 々な分野で類似化する研究

 近年,日 本各地で農作物に対する獣害がとりざたさ

れる一方で,ト キやコウノ トリなどの稀少動物の保護

に関 して も活発な論議が行われている。 日本列島 とい

う限 られた空間のなかで,私 たちが,ど のように動物

と共存 したらよいのかが,き わめて重要な課題になっ

てきている。

 しか しながら,野 生動物に限定 して も,人 と動物と

の関係は多様である。例 えば,イ ノシシのような動物

では獣害が生 じてお り,コ ククジラの ような動物は稀

少動物になっている。その一方で,こ れらの動物ごと

地域ごとに異 なる生息の実態 お よびそれらの違いを

生み出す原因も十分 に明らかにされてはいない。本例

会では,イ ノシシ,ク ジラ,ラ クダなどの動物に焦点

を当てて,現 代における動物 と人 とのかかわり方の特

徴 を,.国 内のみならず地球環境論的視野か ら把握する

ことをね らいとした。

 まず,今 回の3つ の個別報告は,生 物地理学(高 橋

氏),文 化人類学(岸 上氏),生 態 人類学 ・社会生態学

(縄 田氏)と いうように,報 告者が中心 にす えるアプ

ローチは異なるものの,人 と動物 とのかかわり方を把

握 している点では共通 している。具体的には,人 ・動

物関係を把握するための枠組みとして,高 橋氏の よう

に動物の側から人をみるか,岸 上氏お よび縄田氏のよ

うに人の側から動物 をみるかで二分 される。 しか も,

岸 上氏がイヌピアックのホ ッキ ョククジラ観 とい う文

化の側面に焦点を当てるのに対 して,縄 田氏は自然資

源に深 く関与するヒトコブラクダの飼育 と資源利用 と

いう生存活動 に言及 している点で対照的である。

 さて,こ のように人 と動物 とのかかわ りの研究は,

地 理学や文化人類学以外 にも,畜 産学,獣 医学,生 態

学,社 会学,歴 史学,ヒ トと動物 の関係学(池 谷

2009)な ど,多 彩な分野で行われてお り,各 分野それ

ぞれの視点が提示 されてきた。 しか し,こ のテーマを

めぐって人文地理学の中での論議は,日 本地理学会の

ネイチャー ・アンド ・ソサエティの研究グループを除

いて,こ れまであまり活発ではなかった。今 回の例会

では,隣 接分野の研究者の協力を得て,こ れまで試み

られて きた多様 なアプローチの一部 を統合する機会 に

なっている。ここでは,① 人 ・動物関係をめ ぐる対象

動物,② 村,国,大 陸などの空間スケールによって異

なる人 ・動物関係の地域性,③ 時間スケールごとに変

わる関係性の歴史的変化 とい う3つ の視点か ら論述す

る。

Ⅱ　 森 海,砂 漠 と人 ・動物 関係

 (1)対 象動物 動 物は,野 生動物,家 畜,ペ ッ トの

3つ に分かれるが,イ ノシシや クジラは野生動物,ラ

クダは家畜であ り,今 回,ペ ットは扱 われていない。

それに伴い,前 二者では動物利用と動物保護 とのかか

わり方が共通の論点になっている。2人 の報告か ら,

日本のイノシシではイノシシの保護政策はみ られない

が,狩 猟者人口の減少 などイノシシへの狩猟圧が小 さ

くな り,獲 物の数が増加 して獣害をもた らしたとされ

る。

 そのなかで,イ ノシシの肉を販売するための商業的

狩猟 も行われている。一方,ア ラスカのクジラでは絶

滅が危惧 されてお り,国 際捕鯨委員会(IWC)の 捕

獲頭数制限のなかで先住民が生存す るための狩猟が行

われている。 しか し,ラ クダの場合,野 生の ヒトコブ

ラクダはすでに絶滅 してお り,フ タコブラクダの野生

種は絶滅の危機に陥っているために保護の対象になっ

ている。

 ここでは,動 物 ・人 ・社会 という3つ の相互作用 と

いうなかで,問 題を掘 り下げることの難 しさを指摘で

きる。イノシシやクジラの資源量 ・生息数を把握する

ことがかなり困難であること,人 の動物への働 きかけ

をどの ように数量化 したらよいのかなど,未 解決な仮

題が残 されている。 この点では,ヒ トコブラクダによ
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る沿岸のマ ングローブ林への人為的作用に関 しても同

様である。 しかしながら,3つ の報告は,狩 猟や牧畜

などの自然依存型 といわれる生業を対象にする場合,

これらをアプリオリに自然 と調和 した生業であると仮

定することに危険が潜 むことを警告 している。

 (2)空 間 スケール 地表に生起する現象 を地理学の

視点から捉える場合,グ ローバル,リ ージ ョナル,ロ

ーカルという3つ の空間ユニ ットを設定 して
,そ れぞ

れの空間で ものを考えることが基本になっている。高

橋報告では,日 本の里山とイノシシとい うリージ ョナ

ルな問題に焦点が当てられているが,広 くアジアでは

世界ではどうかとい う問題意識が挙げられる。 また,

国内で も集落によっては猟師の活動が活発であった り

して,獣 害が多 くない地域 も認められる。 よりローカ

ルな研究を蓄積す ることから,獣 害の地域性 を発見す

る必要がある と考えられる。岸上報告はローカルな問

題 に焦点を当ててお り,今 後,ア メリカやカナダの海

から世界の海に研究が展開 してい くことが期待 される。

その際 には,ア メリカやカナダに加えて,ロ シアや 日

本 という国家形態の違いが,人 ・クジラ関係のあ り方

に密接に関与することになるであろう。また,ク ジラ

の文化的側面 に加 えて,各 地における人びとの経済活

動のなかでクジラ猟の位置づけを明 らかにす ることが

不可欠になろう。 さらに,縄 田報告では,ラ クダによ

る紅海沿岸域での活動 とい うローカルな問題に焦点を

集めているが,今 後スーダンからインドまでの内陸 ・

沿岸の乾燥地域のなかでの地域特性を把握することも

必要であろう。

 (3)時 間 スケール 人 の動物 とのかかわ り方は,1

万 年以上の人類史,数 百年の古代か ら近世,100年 以

内の近現代 とい う3つ の時間スケールによって異なっ

てくる。今回の3つ の報告は,近 現代や現在が扱 う対

象の中心であ り,何 らかの理由によって,人 ・動物関

係の変容が共通 して生 じていることが指摘されている。

ここでは,近 現代 には両者の関係に関与する変容は,

あ まり生 じてこなかったという前提に立っているが,

この見解 は疑 わしい。

 その一方で,現 在の地球 レベルで進んでいる温暖化

という共通の枠組みの中で,か つての多雪地域(北 陸

地方)へ のイノシシの北上,北 極海の氷の溶け方 とホ

ッキョククジラの回遊ルー トの変化 など,環 境問題へ

の対応 を共通の論点にすることができる。ラクダの場

合 は,直 接に地球温暖化の影響 を受けていると言及で

きないが,温 暖化 と関与すると思われる旱魃 などの影

響 を強 く受けてきた。

 以 上のことは,そ れぞれの動物に対 して空間スケー

ルと時間スケールを十分に考慮 して,人 と動物 とのか

かわり方を把握することがいかに重要であるのかを示

唆 している。

Ill地 理学から地域研究へ

 以上 の ように,人 と動物とのかかわ り方の研究は,

現時点においても十分に体系化 された方法論が確立 さ

れているわけではない。｢学 際的アプローチ｣と いう

名の もとに,異 なる分野の研究を束ねながら試行錯誤

が繰 り返されて きたといってよいであろう(池 谷 ・林

編2008)。

 ここで,す でに確立 されつつある人 と動物 との関係

学のなかで,地 理学の役割について考えてみ よう。 ま

ず,今 回の3つ の報告の対象地域は,地 球のなかでの

冷寒帯(岸 上報告),温 帯(高 橋報告),熱 帯地域(縄

田報告)に 対応 してお り,地 球環境全体 をほぼ覆って

いる点が特徴的である。つまり,地 理学は地球の全表

面が対象であ り,地 球環境のなかで今 回報告された3

つの地域 を選定 した意義付 けを相対化 して述べ ること

がで きる。また,今 回のテーマの場合には,地 理学の

みのアプローチでは課題 を十分 に明らかにはできず,

隣 接分野の研究の協力が必要であることがわかる。今

回のような3者 の報告は,生 物の生態,人 の生態,人

の文化 とい う側面をそれぞれ提示 してお り,そ れぞれ

が優 れた研究内容を有 している。 しか し,人 と動物 と

の新たな関係 を研究しようとする際には,3つ の側面

を統合することが不可欠であり,各 分野の研究領域か

ら越境 をおかして｢地 域研究｣と い う新たな地平 に出

ることが改めて重要であることを認識 させ られる。

     (国立民族学博物館 ・総合研究大学院大学)
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